
東京大学グローバル教育センター「グローバル教養科目群」規則 
令和５年３月２３日 

役員会議決 
東大規則第１１４号 

沿革 
（目的） 

第１条 この規則は、東京大学学部通則（昭和３８年１２月１７日評議会可決。以下「学部
通則」という。）第１５条第２項に規定する全学部共通授業科目のうち、同条第３項に規
定するグローバル教養科目群について、同条第５項の規定に基づき、必要事項を定めるこ
とを目的とする。 
（開設部局） 

第２条 グローバル教養科目群は、東京大学グローバル教育センターが開設する。 
（開設目的） 

第３条 東京大学グローバル教育センターは、東京大学グローバル教育センター規則第２
条で掲げる「グローバルシチズン」の育成を目的として、グローバル教養科目群を開設す
る。 
（単位） 

第４条 授業科目は、１５時間の授業時間をもって１単位とする。 
（授業科目） 

第５条 グローバル教養科目群の下に、別表の授業科目を置く 
（授業の方法） 

第６条 授業は、学部通則第１５条の２を準用し実施するものとする。この場合において、
同条中の「学部長」とあるのは、本規則において「東京大学グローバル教育センター長」
と読み替える。 
（履修方法） 

第７条 履修方法は、所属学部等が定める。 
（単位の修得） 

第８条 単位の修得は、試験により証明する。 
２ 一部の科目については、試験を行うことなく、平常の成績又はレポート等により証明す
ることができる。 
（評点） 

第９条 評点は、優上、優、良、可及び不可の５等とし、優上、優、良、可を合格、不可を
不合格とする。ただし、特定の科目について東京大学グローバル教育センター長が必要と
認める場合の評点は、合格又は不合格とすることができる。 

２ 前項の評点の基準は、別に定める。 
（教育運営委員会への報告） 



第１０条 東京大学グローバル教育センター長は、各年度に開講する科目を東京大学教育
運営委員会へ報告するものとする。 
（補則） 

第１１条 この規則に定めるもののほか、グローバル教養科目群の開設に関し必要な事項
は、東京大学グローバル教育センター長が定める。 

 
附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

  附 則 
 この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

 
別表（第５条関係） 

授業科目名 
グローバル教養科目 
グローバル教養言語科目 
グローバルリーダー育成プログラム科目 
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